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1. 本年度の研究成果 

 柏市・流山市・我孫子市をモデル地域として、がん患者・家族の支援を目的

としたがん緩和ケア連携システムを構築し、その前後で地域の実態を表す指標

の測定を行う。 

1) 緩和ケア連携システムのためのプログラムとして以下を導入した。 

・地域がん医療連携のための症例検討会（2006 年 5 月から開始） 

・地域に公開された相談窓口（2006 年 10 月から開始） 

・がん緩和ケアに関する市民公開講座（2006 年 10 月から開始） 

・地域に公開された緩和ケア勉強会（2006 年 12 月から開始） 

・地域支持療法チームによるメール・FAX 相談（2007 年 7 月から開始） 

・地域支持療法チームによる訪問活動（2007 年 10 月から開始） 

地域支持療法チーム訪問に関しては、活動にかかわる時間、スタッフ数と、

１回の利用ごとに有用さについての利用者アンケートを行った。これまで

に１回２件の依頼があり、１回に必要とした活動時間は２時間５分であっ

た。地域支持療法チームの有用さについて、利用した５名（医師４名、薬

剤師１名）の全員が役に立った、意見交換は十分にできたと回答した。 

2) 緩和ケア連携システム導入による地域がん緩和ケアの質を経年的に評価す

る。質の指標として、相談窓口利用数、専門緩和ケアプログラム利用者数、

がん患者の非急性期病院死亡率、麻薬消費量の調査を行う。今年度は平成

18 年度の実績調査を行い、相談窓口利用数は 96 件（前年度 0件）、専門緩

和ケアプログラムとして、精神腫瘍科外来 39 件（前年度 31 件）、院内支持

療法チーム 92 件（前年度 21 件）、緩和ケア病棟 106 件（前年度 93 件）の

利用数であった。また、平成 18 年の在宅死亡は 6.2％と前年度の 4.6％と

比較して増加していた。 

3) 今後導入すべきプログラムとして、以下を開発し、実施可能性の検討を行

っている。 

・地域で共有するための症状評価票 

・外来患者のための抑うつスクリーニングシステム 

 

2. 前年度の研究成果 

モデル地域の医療者に対してヒアリング調査を行い、地域がん医療システム

の問題点を明らかにした。また、今後の介入の効果指標として相談窓口利用数、

専門緩和ケアプログラム利用者数、がん患者の非急性期病院死亡率、麻薬消費

量のベースライン調査を行った。 

緩和ケア連携システムのためのプログラムとして、地域市民のがん緩和医療

に関する啓蒙を目的とした市民公開講座、地域がん医療連携のための症例検討



会などを開始した。 

 

3. 研究成果の意義及び今後の発展 

がん化学療法の外来化、平均在院日数の短縮などがん患者の在宅療養期間が

急速に長くなっている一方で、地域のがん患者に対する十分なサポート体制は

整っておらず、在宅死亡率も 6-7％と変化していない。また海外のモデルも医療

文化、医療制度の違いによりそのまま導入することが困難である。本研究より、

日本独自の地域がん医療モデルと、その地域レベルでの評価法が提案される。 

また、本研究で新たに導入する個々のプログラムについての実地臨床での評

価を行う。今年度は地域支持療法チームの実施可能性について、次年度は抑う

つスクリーニングと地域で共有するための症状評価票に関する実施可能性の評

価を行う予定である。 

 

4. 倫理面への配慮 

倫理面については、厚生労働省の「臨床研究に関する倫理指針」を遵守して

行う。プライバシー守秘に関して十分に配慮し、個人情報を取り扱う場合、研

究計画を研究分担者施設の倫理審査委員会の承認を得て実施するほか、教育お

よび作業管理を徹底し、情報漏洩を防止する。記録保管・公開等については個

人情報保護法に準拠するのみならず、匿名その他、個人の特定が不能な形態へ

の編集を必須とする。 
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